
会社概要

関連した取組

≪人権を尊重した主な取組や成果≫

特に力を入れている取組

企業情報

設立年 2012年(平成24年)

資本金 -

代表者 代表理事 中谷 衣里

従業員数 10名

本社所在地 札幌市

NPO法人北海道レインボー・リソースセンターL-Portは、LGBTQ+を

はじめとする多様なセクシュアリティを生きる方やその家族、周囲が

“自分で自分の生き方を選ぶことができる”社会の実現を目指し2012

年に札幌市で設立しました。

セクシュアリティ専門の相談事業や当事者同士の交流会等の開催に

よる居場所事業、知識の啓発を目指した講師派遣事業を通じ、性的マ

イノリティの支援に取り組んでいます。

■SDGsの取組と目指すゴール

L-Portでは、セクシャル・マイノリティが日常生活の中で感じる窮屈さや困難

の根本には、正しい情報が十分に行き届いていないことがあると考え、その解

消のために相談事業や居場所事業、講師派遣事業などを行っています。

多くの方々からのご相談を受け、様々な機関での講演を行うことで、あらゆ

るセクシュアリティの方が”そのままの自分”で生きられる社会創りに貢献し

ています。

NPO法人 北海道レインボー・
リソースセンター L-Port

［公式ＨＰ］https://l-port.net

相談事業

LGBTQ+やそうかもしれないと考える方を対象とした

SNS(LINE)相談「にじいろtalk-talk」の運営を行ってい

ます。この専門相談では、セクシュアリティのお悩みに

ついて、LINEで全国どこからでも専門相談員に相談する

ことができます。

令和４年に閣議決定された「自殺総合対策大綱」において、「自殺念慮の割合等が高いことが指摘されて
いる性的マイノリティについて、無理解や偏見等がその背景にある社会的要因の一つである」と記載されて
いるとおり、国内では差別的な言説が飛び交い、性的マイノリティが自らのアイデンティティを肯定し、前
向きに生きていける社会の実現にはほど遠い状況となっています。私たちは社会的な差別や偏見の解消を通
じて、性的マイノリティが自由と権利を獲得し社会全体の利益の
増進に寄与することを目指します。

LGBTQ+やそうかもしれないと考える人のための当事

者交流会「にじいろ談話室」を定期的に開催していま

す。LGBTQ+に関連した書籍やパンフレットなどの閲覧

も可能で、セクシュアリティにまつわる情報が自由に

入手できます。

性的
ﾏｲﾉﾘﾃｨ子ども

北海道内の中学、高校、大学など教育機関を中心に、

生徒（学生）・教員・保護者に向けてLGBTQに関する正

しい知識を身に着けてもらうため、性の多様性を伝え

る講師の派遣をしています。

性的
ﾏｲﾉﾘﾃｨ子ども

性的
ﾏｲﾉﾘﾃｨ子ども

講師派遣事業

居場所事業


